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昨年9月 30日に開催された「ヤングボラン

ティアの集い」をはじめとして、都合3回の集

まりに参画させていただく機会を得ました。

これまでの経縛を踏まえ、QBF5市における市民

活動のあり方についての展望を記したいと思

います。

3回の集いを通して私が持つた感想は、鴫門

市における市民活動が実に多彩で活発なもの

であるということと、若い女性の参画が積極的

であるということでした。中山間部における住

民活動はややもすれば青年層の参画が得られ

にくく、壮高年者層に偏りがちですが、こと鴫

門市については今後大いに期待できる環境で

あることが同えます。

ただ臥 危惧されることもあります。それは

多様な市民活動の基盤となる視座が共通する

ベクトルに向いているかということであり、そ

の一つは地域であると考えます。このために必

要なことが、活動団体間において互いに不足す

る要素を補い合うメリットを持つためのネッ

トワークの構築であります。

各団体で推進する通常の活動メリットに10

え、ネットワーク参画団体が持つ他のメリット

が自身の団体に付加されれば、団体の価値も高

まり、さらに活動は磐石なものとして機能する

ことが期待できます。
これは地域福祉で求められる住民同士の相

互扶助め推進をはかることと同じです。各々 の

活動団体が二住民と捉えると、一人だけでは十

分な生活が送れないため近隣の住民間で少し

づつ支えあうシステムの構築が求められてい

ることを団体ネットワークに置き換えると理

解できることではないでしようか。|

もちろんネットワークを

つくることだけでは意義を

果たせません。今後さらに

議読を重ね、お互いのメリ

ットや有用性を抽出し 縄続的な活動を展開す

ることによつて新たなコミュニテイ形成が推

進されることを期するものであります。

そうした取り組みが、薄れかけている地域に

おける信頼関係を再構築する基礎となり、少し

ずつ広がりを見せていく中で「見守り活動」

などお互い様の近隣ネットワークを生み出す

架け橋になるものと信じています。
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映画「′●じ卜の薬園1の撮影が行われた大麻町板東のオープンセット「BANDO
‐●ケ村～歓彗あ郷」の二畿公開が始まりました。3月 21日の開村セレモニーに

は、トークシヨーや獅子無 もち投げ、クイズ大会、回波踊りなどの記念イベン

トが催されt大勢の見物客でにきわいました。



熱電あふれる
市目活働交流研修会
1 報■■晶こ

鴫門市の社会貢献団体が二重に会しそ養濃
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*指定管理者制度 (板丼義典氏)

なお本含の担当団体である「JCIテレワー
カーズ0ネ

ットヮーク」の心のともつたもてな
しには本当に感動しました。「JCI」 会員の
みなさん:・ありがとうごさいました。  ・
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醒 蓮顧こ置:鐵 8試志 :
それにはます鴫門の市民が郷社の自然につい
てプラーイドを持ち、出も体も健康でオ■プンで
なくてはいけないこそうだ、本当の鴫門の市民
を健康にしてt鴫門の素晴らしさを県外に知っ
てもらえるNPOを創ろう!と考えました。
鴫門で既にアウトトアースポーッ、健康スポ

ーツを日常に取り入れている私たちのこれま
での自己嫁 経験をべ‐スに1新しい鴫門の
付加価値を提供できるサービスやホスピタリ
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私たちの題冒にご賛同いただける方はメ…ル
<ださい。NPOサイトを下記に掲けてぃます。
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桑島地区自治振興会

会長1天羽良彦

基撃                こ薫
場驚鼈誕賓ま続轟鐵籠繕昌
1笙霊ヨ鍵鯉奮ま蘇鷺懇璽臨
森簿館2窟聰醗諏撃語二糧|
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があり:  分
に漏れずポイ捨てが多く、1本のフンきにも悩ま
されてぃぅ甲崚 ‐す。そこで立て覆要を多数設

置票31碁裏暉曇鐵昌1雀電彗撼謂
上に努めております。..
●毎年末には民生委員による一人暮らしの

者人の慰間がありすす。お土産に桑轟含.(ボラ
ンティア団体)によりお餅を持参して書ばれて
ます。餅つき費用は自治振興会が=部助成
●桑島坤辱交流グラフーンドー|ギルフ木会

「手軽に■いつで0、 こ●T■●口こ楽レくで
きるスポーツ」、

「
れがギ,ン17です。一般のゴ
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に、桑島自治振興会主催で開催しております。

‐ ‐     未来の子どもを守る会

川村俊子

「 青<美し<生き続けている星、地球J「先人

から受け継いだ地球」をそのまま次の世代に、

未来の子どもたちに送りたいとの思いで「未来
の子どもを守る会Jを発足させました

=活
動を

進めるにあたり「こんな場所がほしいなあ」と
の思いで生まれたのが「優元快舎とこちゃんK
U」 です:優しさの中で元気になり快くおられ
る学び舎ことこちやんのお家という意味です。

ゴ議麟■薦商囃由餞童身鮨0着彙嵐彙 ~

「 とこちゃんKU」 では環境の恵みを守り、
将来世代を思いやる心を育み

=心
豊かにt心の

健康と地球の健康を大切にした暮らしの工夫
を語り合いtl学欲 1人・物 :知恵 0情報。ノウ
ハウ (知識 1技術)などの地域資源ネツトワー

クづくりをしながら「ごみ分別しま韓科」「地
球をいたわる生活渦巻きま専科」「c~8減らし
隊の雑古紙変身徹」「CO‐2C02減ら磁 、と
ネ■ミ|ングもユニ‐クな自由な考え、自由な発
想で活動しています
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雑古縦変身術ではこ資源回収されていない紙
類 (現在燃やされている紙L~3)を集め 15t
トラックを一杯に臥 それを障害者施設でトイ
レットペー′ヽこにリサイクルさせ:そのベー′1
-の消費 (福祉に貢献・グリ■ンコンシュァマ
ー)をt市民“施設 1企業・行政が思いやりと
力を持ち寄り開催しています。「本当にごみが
減るなあ」とマテリアルリサイクルの輔が広が
つています
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また、lLlが疲れてちょつと休みたい、乾いた

心にちょっと潤いがほしい、話がしたい、何か

を始めたい、築いたい、などの望みをふれあい
の中で可能に臥 お互いの心に栄贅が5えられ

る話・和・輪を広げています。鉾 をする桑島壌目自油颯員会めらなさん
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きなズレを感じましたち  ・  ・
問題点は、次世代育成について嗚門市自体が

具体的なビジヨンを開示していないため、1次世

代の若い人たちは社会の中で「宙ぶらりん」の

状態に置かれていることです1次世代の社会貢

献に対する理解不足や機会の動機つけがない

ということの背景をも|つと幕剣に検証しなけ

ればこ市民活動はこれ以上発展性のないものに

なつてしまいますょ「まちづ<り」に宙が喜ん

で参加できるよう行政の積極的な支援とその

時代にあつた対応が必要であると思います。

今後の「ヤングボランテイアの集い■は「鴫

門市と共に巻える場づくり」をキァワードとし

て、疑問解消tヒントや助言、ネットワーク化、

実践的育成に関するカリキユラムの具体化な

どができる場になつてほしいと思います。コミ

ュ,ニケ■ションやネットワ|―ク化はすぐに実

施できるものではありません。個人や団体の得

意分野を生かしたり、問題点を発展的に考える

には時間がかかります。   |
しかし若い世代にはパワーがあり、行動力が

あります。次世代の育成についてもっともつと

支援体制を強1じ してほしいと思います。それら

の人たちがそれぞれの地域に帰つて貢献すれ
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